
実践発表

JRCの取組について

太田市立沢野中央小学校

２０２２.７.６

令和４年度 群馬県青少年赤十字東部地区連絡協議会
令和４年７月６日 10:00～ 於 太田合同庁舎



太田市立沢野中央小学校
開校 2003年

児童数３８９名
１７クラス（含む特支）＋国際教室



１、JRC委員会との連携

（１）ベルマーク回収・集計

（２）青少年赤十字登録式

（３）赤い羽根共同募金

他・書き損じはがき寄付

・トレーニングセンター

（R2,R3年度は中止）



２、JRCに関わるその他の取組

（４）防災教育（本日のメイン）

（５）自然災害に伴う募金活動と送金



（１）ベルマーク回収・集計

各クラスに容器を配付（担当教員とＪＲＣ委員）

毎週木曜日にベルマーク回収袋を配付（各学級担任）

＜封筒はPTAが用意したものを通年使用＞
毎週金曜日にJRC委員が担当クラスへ回収しにいく。
常時活動や委員会で切る、分ける作業をする（ＪＲＣ委員会）

月１回程度学年委員が作業をする（保護者）

PTAの専門部（文化部）が袋詰め、集計をする（PTA）
袋詰めしたものをベルマーク本部へ送る（担当教員）

１、JRC委員会との連携



（２）青少年赤十字登録式

４年から６年までが登録。式の準備や進行はJRC委員が中心。
H31年度までは体育館で実施。R2年度は未実施、R3年度は校庭で実施。
放送委員会と連携し、事前に赤十字の歌「空は世界へ」を給食時の放送で
流し、児童の関心を高める。

事後、４年生にワッペンを配付。

１、JRC委員会との連携



（２）青少年赤十字登録式
１、JRC委員会との連携



（３）赤い羽根共同募金

全学年対象

赤い羽根と保護者用の案内を用意し、配付。

R3年度は１１月１６日と１７日の２日間に分けて実施。
事前に、JRC委員が赤い羽根募金の主旨について各クラスで説明。また、
給食時に放送でPR（二度実施）。
募金の集計は、校務センターにてJRC担当職員とJRC委員とで行う。
集計結果は、JRC委員が校内放送で伝える。また、保護者に通知文を配
付。

１、JRC委員会との連携



（３）赤い羽根共同募金
１、JRC委員会との連携

……他には、書き損じはがきの寄付やトレー
ニングセンターへの参加があります。



ＩＳＯ活動
「気づき 考え 実行する」の具現化



（４）防災教育

防災教育とJRC ？

○職員で研修を行う

（H30「防災教育を考える」東日本大震災・石巻防災教育研修より）
（R2「防災教育を考える」水害を中心に）
（R3「タブレット活用研修」水害を中心に）

※H30年度は太田市が主催した「東日本大震災・石巻防災教育研修」に参加し学
んだことをもとに、資料を作成し、研修した。

※R2,R3年度は、社会科副読本改訂の際、新設された単元「自然災害からくらしを
守る」を担当したことをもとに、研修した。

２、 JRCに関わるその他の取組



（４）防災教育

○児童への指導

全校児童への一斉指導（H30年度２学期始業式）。
防災の日に防災マップなどを活用した防災教育。

教科指導（社会、理科、学活等）

青少年赤十字防災教育プログラムの活用
避難訓練

２、 JRCに関わるその他の取組



【 防災教育とＪＲＣ 】
太田市立沢野中央小学校 職員研修より

ここから紹介するのは、令和２年度の夏季休
業中におこなった、職員研修（夏フェス）
「防災教育を考える」において

講師 江塚和典教諭 作成の資料から抜粋し
たものです



防災教育を考える
（水害を中心に）

太田市立沢野中央小学校

～夏の資質向上研修フェスティバル～

2020年8月19日（水）
江塚 和典



本日の内容

様々な自然災害 ……本日は水害にしぼって

沢野中央小近辺の状況

防災教育のこれから



自然災害

自然災害の種類 （省略）

様々な自然災害



水害
様々な自然災害



台風19号による水害
令和元年10月12日～13日

大型で非常に強い勢力

群馬県は特に西毛、吾妻地域を中心に、
広い範囲で記録的な大雨になった。

河川の氾濫等による水害で、大きな被害。

様々な自然災害



台風19号による水害
沢中小近辺の状況

避難場所
に避難し
た児童も

沢中小学区
でも大きな
被害



太田市のハザードマップより

牛沢住宅・
団地付近

０．５～10.0m
浸水蛇
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近隣の河川情報

利根川上流河川事務所 河川ライブ映像

沢中小近辺



近隣の河川情報
沢中小近辺



沢野中央小学校近辺の避難場所
沢中小近辺



水害時に開設される避難所（太田市）
沢中小近辺



避難場所の様子（備蓄品など）
沢中小近辺

体育館２F
東倉庫内

非常用保存用非常用保存用
飲料水



避難場所の様子（備蓄品など）
沢中小近辺

非常用食料や飲料水、携帯用ブ非常用食料や飲料水、携帯用ブ
ランケットなど



避難場所の様子（備蓄品など）
沢中小近辺

災害用移動炊飯器災害用移動炊飯器



避難場所の様子（備蓄品など）
沢中小近辺

消毒用の石灰消毒用の石灰
と土のう



避難する場所

への避難

に避難する垂直避難

への避難

安全な場所での

新型コロナ
ウィルス対

策

沢中小近辺



避難のポイント
沢中小近辺



避難情報・災害時の対応（公助）
沢中小近辺



避難情報・災害時の対応（公助）

市役所・消防本部・警察

消防団＝水防団（太田市）

おおた安心・安全メール

沢中小近辺



沢野中央小学校近辺での懸念

太田市防災マップ
（各家庭に配布。学校は100冊保管。）

心配される災害
・大雨による河川の氾濫 → 水害
・積乱雲の発達 → 大雨・竜巻・雷
・地震
・猛暑

防災教育のこれから



防災教育の充実に向けて

①教科指導

②防災教育プログラムの活用、防災教育ポータ

ルの活用

③避難訓練 （省略）

④避難場所として（省略）

⑤防災意識

防災教育のこれから



①教科指導

４年生社会

「自然災害（水害）からくらしを守る」

５年生社会「自然災害を防ぐ」

５年生理科「台風と天気の変化」

「流れる水のはたらき」

６年生社会「震災復興の願いを実現する政治」

６年生国語「地域の防災について話し合おう」

学級活動 etc…

防災教育のこれから



①教科指導：4年社会科
マイタイムライン

避難所シミュレーション

防災教育のこれから

←国土交通省のホームページに公開さ
れています



マイ･タイムライン

○児童への指導

２、 JRCに関わるその他の取組

児童が作成したマ
イ・タイムライン

児童の振り返りより、
「気付き、考え、実践
する」ことの大切さを
実感した様子がたくさ
ん見受けられた。



②防災教育プログラム
防災教育のこれから

指導案

ワークシート

映像









③避難訓練 ④避難場所として

省 略

防災教育のこれから



⑤防災意識の重要性

災害への平時の備え
（防災マップ、非常時持出品、マイタイムライン、災害用伝言ダイヤル、家
族会議）

水防訓練・防災フェア・市の広報誌

自助・公助・共助

防災教育のこれから



児童が作った防災マニュアル＆マップ

防災教育のこれから



防災を考えるコーナー
防災教育のこれから



防災意識の高揚
水害について

・このフェスやフェス資料
・自然災害に備える・避難所シミュレーション

地震災害について
・H30フェス資料「防災教育を考える」
・児童向けスライド「防災について考えよう」

◎上記データは ※※※ 10安全・防災→☆防災教育
（ ↑ 沢中小のフォルダです。あしからず。）

防災教育のこれから



防災意識の高揚

防災意識を高めることが大切
日頃から防災に関する情報に関心を
もつ

「自分の身は自分で守る」

知識（判断基準） 行動

防災教育のこれから

研修内容はここまで
です



（５）自然災害に伴う募金活動と送金

熊本地震への支援のための募金活動（H28.5月）
＜集まった募金は、職員分と合わせて教育委員会を通じて、
太田市と縁のある熊本県宇城市に義捐金として送金。＞

北海道地震への支援のための募金活動（H30.9月）
＜児童会本部役員の２人が、全校を代表してゆうちょ銀行に
募金を届け、北海道へ送られる。＞

２、 JRCに関わるその他の取組



（５）自然災害に伴う募金活動と送金
九州北部豪雨災害及び千葉県台風被害義援金（R1.9月）

＜児童会本部役員が、全校を代表して金融機関に募金を届け、北海
道へ送られる。＞

台風19号による被害義援金（R1.10月）
＜児童会本部役員が、全校を代表して金融機関

に募金を届ける＞

２、 JRCに関わるその他の取組

沢中小のブログでも紹
介。

沢野中央小学校職員011



スライド 49

沢野中央小学校職員011 沢野中央小学校職員01, 2022/04/18



おわりに
・過去の震災から、今後の防災教育を考える
・青少年赤十字が取り組んできた防災は、自分が助
かったことを前提とした救急法や炊き出しなどが中
心であり、「人を助けるためには、まず自分が生き
なければならないこと」を学ぶ必要がありました。
・「未来の被災者」を救い、自然災害によって悲し
い思いをする人が１人でも少なくなることを望みま
す。

そこで青少年赤十字防災教育プログラム
「まもるいのち ひろめるぼうさい」を活用し、
防災への意識を高めてみませんか？



ご清聴ありがとう
ございました

今回、紹介はできませんでしたが、他にも防災ボード
ゲーム「いえまですごろく」、「防災かるた」などが
あります。こちらもいかがでしょうか？


